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大大会会長長挨挨拶拶  
  

令和５年度公益社団法人日本補綴歯科学会 

西関東支部学術大会 

  

大会長 鈴木 恭典  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 准教授 

 

 この度，令和 5 年度の公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部学術大会を，令和 6 年 1 月 7

日（日）に横浜市の神奈川県歯科医師会館にて開催いたします．昨年に引き続き現地対面式で開

催できますことを，本当に幸いと感じております．今回の学術大会では「健康長寿をサポートす

る補綴臨床」をメインテーマに，シンポジウム，生涯学習公開セミナー，特別講演，ランチョン

セミナー，ハンズオンセミナーを企画しました． 

 シンポジウムにおきましては，欠損補綴の治療方法としてハイレベルな機能，審美回復はもと

より，全身的な健康増進に大きな役割を果たしているインプラント治療に焦点をあて，安全・安

心なインプラント治療を提供していくために「インプラントのトラブルシューティング」をテー

マに今村栄作先生（横浜総合病院）と小久保裕司先生（鶴見大学）にご講演いただきます．生涯

学習公開セミナーはオーラルフレイルや認知症を予防し健康長寿を達成するために，ライフス

テージを考慮した補綴歯科治療や口腔機能維持への対応，病診連携や周術期管理から見た補綴歯

科について「「「栄養摂取」と「美味しい」を守る補綴歯科」」をテーマに鈴木真由美先生（東京女子

医科大学），菅 武雄先生（鶴見大学）にご講演をお願いしました．特別講演は，守屋義雄先生（神

奈川県歯科医師会会長）に「補綴学会・補綴治療の未来への展望 －神奈川県歯科医師会からの

提言－」をテーマにご講演いただきます． 

 また，デジタルデンティストリーのワークフローには必須とも言える口腔内スキャナーを実感

していただくために，ランチョンセミナー，ハンズオンセミナーの開催を予定しています．学会

終了後は意見交換会を久しぶりに開催させていただきますので，お互いの交流，懇親の場となり

ますことを心から希望しています．本学術大会が盛会裏に終えられますよう，大会校一同，精一

杯準備していく所存です．多くの方々のご参加をお待ち申し上げております． 

 

─ 2─



第一会場 役員会会場
(6F　視聴覚研修室） （6F　公衆衛生指導室）

開会の辞

閉会の辞

　

17:00

8:00

一般口演 1

一般口演 2

　　　 10:30〜12:00
　　　  シンポジウム
　　　座長：木本克彦
　　　演者：小久保裕司
　　　　　　今村栄作

　　　 15:30〜17:00
　生涯学習公開セミナー
　　　座長：井野　智
　　　演者：鈴木真由美
　　　　　　菅　武雄

9:00

10:00

11:00

12:00

14:00

12:30〜13:30
ランチョンセミナー
演者：佐々木圭太

　　　 13:40〜14:10
　　　　 特別講演
　　　座長：大久保力廣
　　　演者：守屋義雄

12:00〜12:30（30分）
総会

13:00

15:00

16:00

ポスター撤去

一般口演 3

14:10〜15:10
ハンズオンセミナー

神奈川県歯科医師会

1月7日(日)

8:00〜8:55
(公社）日本補綴歯科学会

西関東支部役員会

9:00〜9:50
ポスター
質疑応答

ポスター掲示

第二会場
(5F　501・502)

8:30〜9:00（30分）
ポスター貼付

令和5年度　公益社団法人日本補綴歯科学会
西関東支部学術大会
スケジュール一覧
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55 公公 社社 日日本本補補綴綴歯歯科科学学会会  

西西関関東東支支部部学学 大大会会 のの   

  
1） 学会 にて当日会 をお支 いのうえ，参加 をお 取ください．お支

いは，現 の です． 
） 日本補綴歯科学会認定歯科 の方の参加 は です． を にご提 く

ださい  
） 学術大会参加 には所 ・ を のうえ，身につ てご 場ください． 
） 学会会場にお るビデオ・ 真 は， の 作 保 のため とな てお

ります  
5） ・ のための 言 は座長の に い，所定のマイクを して所 と

を げた後， よく に 言してください  
6） 医の申 ・ について本学術大会は，生涯学習公開セミナーとは別の 認定

となります． 後の一 口演終了 15 後まで いたします． は，

15 です． れ は，学術大会の参加 はできませ ．本会 医の申 あるい

は を希望する会 の方は， にて会 を提 し， ー ー の をし

てください．会 をお れなくご持参ください．なお，会 がない場合には，

医 ー を にてお ししますので，ご のうえご提 ください． 
7） 日歯生涯 について公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部学術大会に参加（

）した場合には，特別 として 1 が取 できます．また，シンポジウム講演

に参加した場合には 講 として ，特別講演に参加した場合には 講 と

して 1 ，生涯学習公開セミナーに参加した場合には 講 として が取

できます．（学術大会 ー ，シンポジウム ー 6 ，特別

講演 ー 6 ，生涯学習公開セミナー ー ） 
ー を持参のうえ， にて をお願いします  

） 感 予防には な対 を いますが， のご をお願いします． の方

のご参加はお えください． 館 には， およ 定を ていただき

ます． 7 5 度 上の方の 場はお りします．マスクを していない方の 場はお

りいたします．館内では， を め， マスクの をお願いします．また，

会場での はお りします． 
） ランチョンセミナー 理 について 

ランチョンセミナーの 理 を のとおり いたします． 
場 所 神奈川県歯科医師会館 1  総合  
 1  
理 がなくなり 終了とさせていただきます． 
理 をお持ちの方から 先的にご 場いただ ます．ただし 理 はランチョン

セミナー開 5 後に となりますのでご 意ください．なお，お 当の には

りがありますので，ご了 ください． 
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生生   
 

 

一一 口口演演   

口演 の は， ， 応 です． 

演 は座長の に い， 守でお願いします． 

は にて， の を 取 てください． 

 
にによよるる講講演演 ににつついいてて   

 はす て会場での対面で， による （ ）とします． 

 一 口演 で するデータは， メ リでご持参いただき， 催 で 意する

ン（ ）でご ください． 

 演 の進 作は，ご 身で てください． 

 の ールは できませ ． 

 フ イルは （ 子 ）にて 準 フ ントをご くださ

い． 

 予備の ク プデータを必 お持ちください． 

 の までに， データの 認なら に提 を てください． 

 の方は 予定 の までに 演 に してください． 

 は 当する について， スライ の から のスライ に所定の

式  にて開 をお願いします は日本補綴歯科学会 を参 してください． 

 
ポポススタターー   

はポスター にて， の を 取 てください． 

横 で 作し， したものを当日開場へご持参ください． 

展 に横 の展 を 意します． 

演 は で 意します（ 上， ）．

演 ・ ・所 ， 真を れて作成してくださ

い． 

ポスター に 当の を開 してください． 

 
応  

 

展   
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ププロロググララムム 
会会場場 神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会 

8:00 8:55   公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部役 会 6F 公 生  

8:55      開会の    大会長 鈴木恭典先生 （鶴見大学） 

 

一 口演  
日歯生涯 ー 9403  

9:00 9:40      セセ シショョンン       座座  長長  小小川川    先先生生（（鶴鶴見見大大学学）） 
O-1． 全 的治療により 合 と を した症  

久保大 ，川西 ，  幸，木本  
神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学  

 
O-2． 合 和感症 の心理的 セスメントシートの 作と の臨床応 に て 

司 1)， 美保 2)，和 2)，  3)， 心 4)， 司 5)，  6)，

和 裕 7) 
1) 神奈川歯科大学，2) 東京大学大学院教 学 科臨床心理学 ース，3) グリーンデンタルクリ

ク，4) 歯科 診療所，5)（医 真会とつかグリーン歯科，6) 久 浜グリーン歯科，7) 

り小 歯科 
 
O-3． にお る支 歯 成シミュレーションの開  

1)， 2)， 希人 2)，川西 1)，  幸 1)，木本 1) 

1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学 ，2) 神奈川歯科大学総合歯学教

学講座教養教 学  
 
O-4． 期総合病院歯科口腔 科にお る歯科補綴治療のあり方への考  

  
横浜市 なと 病院歯科口腔 科 

 

9: 40 10:20      セセ シショョンン       座座  長長  川川西西    先先生生（（神神奈奈川川歯歯科科大大学学）） 
O-5． による上 後のインプラント義歯の長期  補綴 の  

関 1,2)，大久保 2) 

1) デンタルクリ ク，2) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
 
O-6． を考慮したインプラントオー ーデンチャー症  

本 希，鈴木恭典，  ，武 治，大久保  
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
O-7． ・ 合 症 の補綴 による 能 の予備的  

1)， 川知子 1)，木 1)， 村 2)， 2)， 子 1)， 本 1)，

小川 1) 

1) 鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科 科 
 
O-8． 健 歯 の習 開 口 の 3 的安定  

真 ， 本 ， 久 ，小 ， ， 川知子， 大， 子，

小川  
鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 
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10:30 12:00 シンポジウム  
日歯生涯 ー 2609  

 
テテーーママ「「 イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 

座 長 木本  先生 
神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学  

神奈川⻭科⼤学附属横浜研修センター・横浜クリニック院⻑ 

 
「インプラント補綴 症と対 」 

講 師 小久保 裕司 先生 

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 

 鶴見大学歯学部 病院インプラントセンター 

 
「インプラント 科 症」 
講 師 今村 栄作 先生 

横浜総合病院歯科口腔 科 
 
12:00 12:30        令和５年度公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部総会  
 
12:30 13:30         ランチョンセミナー  

「⼝腔内スキャナーの臨床応⽤」 
講 師 佐々⽊ 圭太 先生 

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 

 
13:40 14:10 特別講演  

日歯生涯 ー 2699  
 

座 長 大久保  先生 
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
「補綴学会・補綴治療の未来への展望 神奈川県歯科医師会からの提言 」 

講 師 守屋 義雄 先生 

神奈川県歯科医師会 会長 

 

14:25 15:05      セセ シショョンン       座座  長長  村村  治治  先先生生（（鶴鶴見見大大学学）） 
O-9． 床義歯補綴 の 学 支 システムに関する  

）， 一 ）， 奈 ）， ）， ）， かり ）， 部 司
），加々美 ）， 本 ），和  ），大川公子 ）， 村 )， 3)，  
） 

1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学 ，2) 神奈川歯科大学歯科診療支 学講座

歯科 学 ，3) 鶴見歯科医院（西関東支部） 
 
O-10．  審美 に 慮した タ チメント応 の 割義歯 

1)， 本 2)， 大 1），大久保 1) 

) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科 科 
 
O-11．  口腔内スキャナーを応 して 作した CAD/CAM 義歯 

女川 ， ， ， 大 ， 保 ，大久保  
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 

─ 8─



O-12．  Co-Cr クラスプの 方法に関する実 的  
武 1)， 1)， 村 2)， 保 1)，大久保 1) 

) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科 科 
 
15:10 15:20      会会のの       期期大大会会長長 
 
15: 0 1 :00      生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  
日歯生涯 ー 2908  

 
テテーーママ 「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

座 長   先生 

神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学  

 

「人生 100 年 に する歯科医療」 
講 師 鈴木 真由美 先生 

東京女子医大学 科 
 

「 と の関 を加味した とは」 
講 師 菅 武雄 先生 

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
 
 

ポポススタターー  
9:00 1 :40 
P-1． AI を した歯 補綴 の と歯科 のこれからの りかた 

上 理 1)， 一 1)， 1)，  幸 2)，木本 2) 

1) 神奈川歯科大学歯科診療支 学講座歯科 学 ，2) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラ

ウンブリ ジ補綴学  
 
P-2． 歯部 による 合に対し リテーナー 義歯で 合 上を た症  

小 ， ， ，大久保  
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
P-3． 審美 を考慮したジル ブリ ジ支 ミリングデンチャーの 1 症  

,  ，  ， ，大久保  
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
P-4． CBCT 法による D プリント義歯 作法の 能 について 

司 1）， シャール・ ル サブ 2），ウ イ・ ルタ イ 3） 

1) 神奈川歯科大学，2) ル イン・ス シャライズ ・メディ ル・センター，3) ルマラク・

ステティ ク・センター 
 
P-5． SMG にお る「 か しめ 」の  

部 司 1）， 1）， 一 2）， 2）， かり 1）， 上 3），
1），久保 1）， 美 1）， 加 1）， 1），村上 1）， 1）， 奈
1），  1） 
1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学 , 2) 神奈川歯科大学歯科診療支 学講座歯

科 学 , 3) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学  
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シシンンポポジジウウムム 
 

 

「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

座座長長   

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学  

神奈川歯科大学 横浜 センター・横浜クリ ク院長 

木本  

 

 歯科医療は，予 されるトラブルに対して 全な対 を講じるものの，人を対 とし，人が治療する

ために なから トラブルは生じます．インプラント治療は， 科的治療と補綴治療に大別されますが，

治療に対して 症があり， の 度が の治療よりも多いことが されています． 

 このような から，今回のセミナーでは， 治療の 医にご いただき，インプラントトラブ

ルの現 と 法について いたします． 科的なトラブルについては，横浜総合病院歯科口腔 科

の今村栄作先生より「インプラント 科 症」と して， 増加 にある 科 術 の

に う全身的な合 症や しい 術やマテリ ルに関する れな 症について いただきま

す． 

 補綴的なトラブルについては，鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座の小久保裕司先生から，

「インプラント補綴 症と対 」と して， 生 度の い の 損・ や トメント

スクリューの ・ な の補綴 症を いただき， の や予防法，対 法について し

ていただきます． 

 このセミナーが，先生方の日 臨床において 益であることを願 ています． 

 

 

 

 

 

1988 年 神奈川歯科大学歯学部   

2000 年 リフ ル 大学ロサンジ ルス校（UCLA）歯学部  

2007 年 神奈川歯科大学 口腔機能 復科学講座 クラウンブリ ジ補綴学  教授 

2021 年 神奈川歯科大学 歯科補綴学講座 クラウンブリ ジ補綴学  教授  

                               （ のため） 

2023 年 神奈川歯科大学 横浜 センター・横浜クリ ク院長 

 

現  （公社）日本口腔インプラント学会 医・ 医  

（公社）日本補綴歯科学会 医・ 医 

日本デジタル歯科学会 理  医な  
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シシンンポポジジウウムム 
「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

「「イインンププラランントト補補綴綴 症症とと対対 」」 
 

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 

鶴見大学歯学部 病院インプラントセンター 

小久保 裕司 

 
 インプラント治療は欠損に対する補綴方法の一つとして， の長期成 からも い成 を し，

の い治療方法とな ています． の一方で， 科 や補綴 ， の後のメインテナンス ，

期から長期に たり なから トラブルが 生しています．これらの 生を予 し，診 や治療 画

の 点から回 または 小 にすることはもち のことでありますが，症 によ てはあらかじ

めインフ ーム ンセントを い 生の 能 を知らせておく必 があります． 

 本講演では生 学的，機 的トラブルの ではなく， 科的，補綴的トラブルに し提 します．

デジタル 術の やンプラント治療に対する長期 ビデンスも され， の ，上部 の

， トメント の な も してきています． の ートでは補綴的トラブルについて，

本学での 果を まえ， 生 度の い の 損・ ， トメントスクリューの ・

，チタンベースの ， ンタクトの 開，インプラント周 ，インプラント周 な に

関して， や予防法，対 法について，症 を じ したいと います．本講演が先生方の日 臨

床に役 て 幸いです． 

 

 

 

 

 

1 6 年  鶴見大学歯学部  

1 年 鶴見大学大学院歯学 科 了 

1 年 鶴見大学歯学部歯科補綴学 講座  

1 年 マルメ大学歯学部補綴科  

1 年 大学医学部 臨床教授 

1 年 鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 学内教授 

1 年 鶴見大学歯学部 病院口腔 面インプラント科 科長 

 

現  （公社）日本口腔インプラント学会 医 

（公社）日本補綴歯科学会 医 

（    ）   
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シシンンポポジジウウムム 
「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

「「イインンププラランントト 科科 症症」」 
 

横浜総合病院歯科口腔 科 

今村 栄作 

 

 年本 では年 5 本 上のインプラント が されており，歯科インプラント治療の

が く認 され 的医療にな てきています． 々のような病院歯科口腔 科においても，かかりつ

歯科医院からさま まなインプラント治療に関する があり， 成 術やトラブル対応も のう

ちの一つです． は歯科医師臨床の と を 病院で ごしてきまして，さま まなトラブル対応

や を る機会をいただいてきました．この 5 年 を り て ますと，インプラン

ト 科トラブルの内 が してきているように れます． れはさま まな 会や大学，学会

によるインプラント治療教 の ，画 機 や フトによる診 精度の 上と ビデンスの や

治療 の 定な が，インプラントトラブル の に していると考えます． は多く見られ

た神 管損 や上 な へのインプラント ， 歯 損 のような 的 的なトラブル

は しく し， 科 術 の に う全身的な合 症や しい 術やマテリ ルに関する

れな 症が増加してきている です．今回 は当院の臨床 を 心にインプラント 科 術に関

連した 症の を う予定です．今回の内 が先生達の日 臨床において， しでもお役に てれ

幸いです． 

 

 

1 1 年 月 東 大学歯学部歯学科  

      月 鶴見大学歯学部 口腔 科学 講座 （診療科 ） 

     1 月 長 県 生連 久総合病院 歯科口腔 科（ 医） 

1 年 月 横浜 病院 歯科口腔 科 （ 医， 医） 

1 5 年 月 東 病院 歯科口腔 科 （医 ） 

1 6 年 月  鶴見大学歯学部 口腔 科学 1 講座（ ） 

1 6 年 1 月 横浜 病院 歯科口腔 科 （医 ，医長） 

1 年 6 月 横浜総合病院 歯科口腔 科（部長） 

5 年 月 横浜大学医 学部（ 教授， 1 年 月まで） 

15 年 月 横浜総合病院 院長補 （ ） 

  

歯学 （ 和大学口腔 学講座） 

現  （公社）日本口腔 科学会 認定口腔 科 医  

（公社）日本口腔インプラント学会 認定 医 

（    ）  

日本支部公認インプラントス シャリスト 

特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言 」」 
 

座座長長   

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

大久保  

 

 この度，（公社）日本補綴歯科学会（ ，補綴学会）で く としてご され，神奈川県歯科

医師会を する 場から補綴学会西関東支部の学術 ， に多大なご支 ，ご をいただいて

いた守屋義雄先生が神奈川県歯科医師会の会長にご されました．守屋義雄先生は補綴学会西関東支

部の役 会においても，開 医であり日本歯科医師会の会 としての 座から，補綴学会と歯科医師会

の連携およ 同について 日 からとても なご をされており，西関東支部の に多大な

を されてきました．特に 2 年に 1 度， シフィ 横浜でデンタルショーが開催される年 には，西

関東支部学術大会が同じ場所で 催となるように を てくださり，補綴学会は多大な を

ています． 

 本講演では，神奈川県歯科医師会 会長としての 場から，補綴学会へのご提言や補綴治療に関する

一 言をお しいただく予定です．現 の補綴治療は の開 や 生，インプラント，CAD/CAM

テク ロジー の 展により，日進月 に進 していますが， の補綴治療が に て く

するためには一 開 医の先生方のご が 欠です． のためには，開 の先生方にも補綴学会に

的に参加していただき，知 や 術を することが必 と感じています．さらにこのた ，「補綴

歯科 医」が 開 能と 式認 されたことを ，一 の開 医と補綴歯科 医との連携も

今一度見 す 期にあると れます．す ては さ のために，神奈川県歯科医師会 会長からの

本学会に たご提言を かせていただき， の補綴治療の を して補綴学会の 展につなげ

ていきたいと います． 

 
 

 

1986 年 3 月 鶴見大学歯学部  

1990 年 3 月 鶴見大学大学院歯学 科 了 

1990 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学 一講座  

1996 年 5 月 Visiting Scientist, Baylor College of Dentistry 

2009 年 1 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学 一講座 教授 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部 病院 病院長 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部インプラントセンター センター長 

2018 年 4 月 鶴見大学歯学部 学部長 （現 に る） 
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特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言 」」 
 

座座長長   

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

大久保  

 

 この度，（公社）日本補綴歯科学会（ ，補綴学会）で く としてご され，神奈川県歯科

医師会を する 場から補綴学会西関東支部の学術 ， に多大なご支 ，ご をいただいて

いた守屋義雄先生が神奈川県歯科医師会の会長にご されました．守屋義雄先生は補綴学会西関東支

部の役 会においても，開 医であり日本歯科医師会の会 としての 座から，補綴学会と歯科医師会

の連携およ 同について 日 からとても なご をされており，西関東支部の に多大な

を されてきました．特に 2 年に 1 度， シフィ 横浜でデンタルショーが開催される年 には，西

関東支部学術大会が同じ場所で 催となるように を てくださり，補綴学会は多大な を

ています． 

 本講演では，神奈川県歯科医師会 会長としての 場から，補綴学会へのご提言や補綴治療に関する

一 言をお しいただく予定です．現 の補綴治療は の開 や 生，インプラント，CAD/CAM

テク ロジー の 展により，日進月 に進 していますが， の補綴治療が に て く

するためには一 開 医の先生方のご が 欠です． のためには，開 の先生方にも補綴学会に

的に参加していただき，知 や 術を することが必 と感じています．さらにこのた ，「補綴

歯科 医」が 開 能と 式認 されたことを ，一 の開 医と補綴歯科 医との連携も

今一度見 す 期にあると れます．す ては さ のために，神奈川県歯科医師会 会長からの

本学会に たご提言を かせていただき， の補綴治療の を して補綴学会の 展につなげ

ていきたいと います． 

 
 

 

1986 年 3 月 鶴見大学歯学部  

1990 年 3 月 鶴見大学大学院歯学 科 了 

1990 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学 一講座  

1996 年 5 月 Visiting Scientist, Baylor College of Dentistry 

2009 年 1 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学 一講座 教授 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部 病院 病院長 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部インプラントセンター センター長 

2018 年 4 月 鶴見大学歯学部 学部長 （現 に る） 
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特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言 」」 
 

神奈川県歯科医師会 会長 

守屋 義雄 

 

 歯科医療において歯 補綴や欠損補綴治療を して補綴学会が 心的な役割をなしてきたことは

う 地もありませ ． は 1987 年日本大学大学院（Cr Br） 了と同 に開 し 36 年が しました．

本講演では神奈川県歯科医歯会（県歯）会長としてまた一開 医として，歯科医師会 の と日

の診療を し感じたことを 心に，今後の補綴学会・補綴治療についてお させていただきたいと い

ます． 

 神奈川県歯科医師会は 120 年 りの を しさま まな を てきました．講演では歯科医師

会の と役割，歯科医師会の ている学術 である講演やハンズオンセミナーの ，県歯と補

綴学会とのかか りについてお したいと います．また補綴学会・補綴治療の 来については，補綴

治療は歯科治療が の医療 とより に 合され，全身の健康と口腔との関連 ， の の

，認知機能の維持さらには健康寿 の に て 的かつ 果的な治療を することが 能で

あり，このことは の なる願いでもあります．また学会と一 開 医との連携・ と は

の 地があり，学会と一 開 医が を することが必 だと考えます．また 科会での

補綴学会は リー ーシ プを していただき， 学会の 心的存 であ て しいと います． 

また 来の補綴治療では，デジタル 術が 的に 上している現 を まえ，CAD/CAM 術が

され 3D スキャンやデジタルプリンターの精度が 上し，治療の と に合 せた 度に ス

タマイズされた補綴 の 作な 補綴治療のさらなる進 が 能であると います．さらには人 知能

（AI）の が進 ，歯科診 や治療 画の において症 ごとに な治療法を提 することも期

待されています． 

 本講演は歯科医師会の 場から補綴学会・補綴治療に対する 見を させていただきたいと いま

す． 

 

 
1983 年 3 月 日本大学歯学部  
1987 年 3 月 日本大学大学院歯学 科臨床 (Cr Br) 了 
       日本大学歯学部 Cr Br 学講座 講師 
    7 月 もりや歯科医院 開 （横浜市 日 ） 
2009 年 4 月 日本大学歯学部医療人 科学講座 講師 
歯科医師会にお る  
2005 年 4 月 横浜市 歯科医師会 会長 
2007 年 4 月 神奈川県歯科医師会 理  
2015 年 6 月 神奈川県歯科医師会 理  
2019 年 6 月 神奈川県歯科医師会 会長 
2023 年 6 月 神奈川県歯科医師会 会長 

日本歯科医師会 理 （地 保健） 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

 

 

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

  

座座長長   

神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学  

    

 

 を て健康寿 を全うしようとする ，日々， できる 度に きなものを味 いながら口か

らいただ ることは です．だからと言 て，お やう ，ラーメンとい た らかくて し

やすい を に せても， れでは健康寿 を維持することは しくなります． 応えのある

を なく することができれ ， メ ューも がり， に対する 度が まり，生きる

は増し，当 のことながら健康増進につながることでし う．補綴歯科，とり た欠損への補

綴 は， 生 という大きな トの に関 ることのできる な役割を ています．本セミナ

ーでは うした 点から， 人の にご いただき， 「栄養摂取」と「美味しい」を守る補綴

歯科 を大きなテーマとして，お を います． 

 鈴木真由美先生からは， による栄養摂取の ，口腔機能 症予防のための ， 習

の ， リズムを える ， ライフステージに合 せた歯科医療の実 な ，日 生

で を る き に関するポイントを していただきます．また，菅武雄先生からは，

への 的な ， と の関 に関する ，摂 リハビリテーションにお る歯

科医師の役割な ，ご 身が 診療に日々関 られてきたことで られた トな を してい

ただきます． 

 本セミナーを じて，補綴歯科の 持を 認 し， 日からの臨床にお役に てていただ れ 幸い

です． 

 

 

1 年 月 神奈川歯科大学  
1 年 月 同大・大学院 了（総義歯補綴学 ） 
1 年 月 同大・補綴学 講座  
1 7 年 7 月  1 年 月  ミュン ン大学 特別  

年 11 月 同大・講師 
年 月 同大・准教授 

1 年 月  年 月 同大・横浜 センター センター長 
17 年 1 月  1 年 月 同大・ 度先進口腔医学講座補綴学  教授 

年 月  同大・ 病院 病院長（現 に る） 
1 年 月  床義歯補綴学  教授（現 に る） 

 

令和５年度西関東支部生涯学習公開セミナー ン ート ー  
ー または， より ン ートにご をお がいします． 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「人人生生 100 年年 にに すするる歯歯科科医医療療」」  

 

東京女子医科大学 科 

鈴木 真由美 

 

 が では 子 社会が 来したが，健康寿 は生 寿 より 10 年 い．この を さ

せることが QOL ，医療 に する．加 により身 ，認知機能は し，サル ，フ

レイルに るが，さま まな を ることによりタン ク ，ビタミン，ミ ラルな を に摂

取でき，フレイル予防， ， の維持に する． にと て は の上 を め， 年

「口腔機能 症」が， ，ADL ， うつ，認知症な につながるため されている．

口腔 機能療法（MFT）が で，歯科 で保 応が 50 上に された．口腔 生 を

にし，歯周病や歯の を予防（補綴， ）し，口腔機能にあ た を摂取することが，身 ，

認知機能 の予防につながる． は 院な の で に身 機能が ちやすいが，

機能も ではない． 内 （VE）で レベル， した を 定し， を う

が である．本セミナーでは， ， ，総義歯の 90 所 が， のため 院加

療後ミキサー フト で 院したが， 院後 VE により 能と 定され， 年後には と

を し でいる症 も提 する．「 られるのに ていない」こともあるため，医科－歯科－リハ

ビリ－ 連携が である． 

 健康な生 を るには， ， ， が となるが， （身 ）と 的な 摂取が

い にもつながる． 床後 の を ， とタン ク をとることが 内 に上 く作

し， リズムが う．人生 100 年 にあたり，小 期は口腔機能 全， 合 全の ， 年

期は生 習 病予防， ， 期はフレイル，認知症な の予防，維持な ライフステージに合 せ

た歯科医療を実 することにより「美味しい」を守る健康長寿に することを期待する． 
 

 

1984 年 東京女子医科大学  
1984 年 同大学 内科  医 
1986 年 同大学 病院（現東京女子医大 医療センター）内科  
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 C.Guilleminault 教授の で 学一 を学 ，「 症 にお る 日リズム」で学

を取  
2001 年~2010 年 病院内科 医 長（ 年医療，NST チーム） 
2010 年  東京女子医科大学 病院 総合診療センター開   
2016 年 同大学病院 院内 科 
2020 年 同大学 科開  医 長 
2021 年 同大学 科 講師 
2023 年 同大学 科 准教授 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「人人生生 100 年年 にに すするる歯歯科科医医療療」」  

 

東京女子医科大学 科 

鈴木 真由美 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「 とと のの関関 をを加加味味ししたた ととはは」」  

 

見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

菅 武雄 

 

 1 年 に， 地から 的な が いだ． れは「 にと て，歯 は栄養 と関

連がない」というものだ た．「 的 意 なし」という言 にこれ かされたことはなか た．

りにも現場感 と した 果に真 さえ た．しかし， れは 実だ たし，後続 の「

にと ては， 合は栄養 に する」という 果に安 したのであ た．「義歯は栄養

の に する 能 がある」とい た補綴 を る も続いた． 

 々は義歯の 果の 能 を じているし， う してきた． した生 を ていた に

と て， ら 別し加 する は栄養 を するものではないのかもしれない．つまり栄養を

準とした補綴のター トは という を するという 能 が てきた． なくとも 先

す きは であるということである． 

 一方，摂 リハビリテーション では， し別の きがあ た． 機能を加味したプロセス

デルが提 され， 期 が生理的な機能であることが されたりした．これは に言え

が のタイミングを ントロールしている ということである．多 連携が必 な摂 リハ

ビリテーションの で，歯科医師の役割が にな てきたとも言える． 

 歯科医師の役割は，「 を回復」し，「 リハ」を提供することにあるのではないか， して，

生 機能を対 としたリハビリテーションが 診療で提供されることの合理 を考えると，「補綴医

こ ， 診療に よう 」ということになる． 

 セミナーの の鈴木医師とは， うい た現場を同 するという幸 に まれた．内科医の

点と歯科医の 点， れ れから見た さ を供 する予定である． 

 

 
 
 

 

1 年 月 見大学歯学部歯科補綴学 一講座 医 

1 6 年 月 見大学歯学部 歯科学講座 （ ） 

1 年 月 見大学歯学部 歯科学講座 講師 

年 月 見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 講師（ 合 ） 
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ラランンチチョョンンセセミミナナーー 

 

 

「「口口腔腔内内ススキキャャナナーーのの臨臨床床応応 」」 
 

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 

々木  

 

 年，歯科医療 において DX（Digital Transformation）が進展し， の でも口腔内スキャナーと

CAD/CAM 術は を めている． の精度と により，歯科補綴治療だ でなく，インプラン

トや 治療な の の で が 大されている．また，口腔内スキャナーを いた 画

は， との ミュ ーションを にし，口腔内の や治療 画の がより かりやすくな

り，治療に対する理 と が られやすくな ている． 

 口腔内スキャナーの 点としては， したデータを トワークで るために，感 防 に役に

つとともに による 精度への が られる， の い への応 ，支 歯 成と

の が の場で 能な があげられる． こで，本セミナーでは 的な症 を交えながら臨床で

の実 の 法を する． 

 また，口腔内スキャナー（3Shape TRIOS®）のデ イスを に取り， 作することで の い や

能を実 に できるハンズオンセミナーにも参加していただき， 感的な理 を めていただきた

い． 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年 3 月 鶴見大学歯学部  

2005 年 4 月 鶴見大学歯学部 病院 歯科医師臨床  

2010 年 3 月 鶴見大学大学院歯学 科 了 

2010 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学 講座 学部  

2014 年 4 月 鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 教（現 ） 
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． 言 

合 は歯の 期 の として な

を げるような 合 を し，周

に対して を す．今回は 補綴

により 期 が 生して が した

に対して，全 的治療を ・ した 果，

の による ， の お

よ 定 補綴 による補綴学的 症 への

リスク を実現することができきたと考えられ

る症 を する．

．症 の

は 47 ，健康診 にて 4 ブリ ジ

とブリ ジ支 歯の を され来院

した．全身 は でかかりつ 医にて内

で ントロール であり，歯科 診 の は

135/85 mmHg であ た．口腔内診 の 果，

したブリ ジは 合 を こしており の

とな ていただ でなく， 合 と 心

に 一 が認められ，Dener 合 Dentric-Check 
System™（Whip Mix 社）を いた 診 にて

合 が 心 から は 2 mm， は 5 mm
方への の を認めた．また に

していた 義歯は クラスプにレスト

の 備とメインテナンス が と考えられる

歯部義歯床の が認められた．Kennedy
は上 2 ・ であり，Eichiner

は B-2 で 地の 合 は リ に さ

れた．摂取 能 の による のス
1)は 50 であ た．また， 診 の歯周 本

にて 度の歯 が認められた．

．治療内

 した上 のブリ ジを めた 補綴

を 補綴 に 換して 合関 の を る

こととした．歯周 期治療およ の を

た後， ， 合 およ 合 面を

定した．  

に関してはルシ の治 ， 合 面 定に 

しては Broadrick flag を いて 部 と を

定した． の後， 補綴 に 換して 合

関 を めた 機能， ，およ 審美 の

認を たうえで上 ともに 終補綴 に

した． 終歯 補綴 を 定したプロビジ

ョナルレストレーションに 換して 合関 を

めた 機能， ，およ 審美 の 認を

たうえで上 は 5 1 1 4 レジン

およ 全部 によるブリ ジ， は 5 5
全部 と 54 45 にレストを 定した 76 67 部

床義歯へ した． 

治療後の摂取 能 による のス
1)は 85 と術 からの を認めた．

． なら に考

治療 了後 1 年が したが  定期的なメイン

テナンスにて， 続的な 教 およ 義歯

を実 し， である．

 合 に対する治療としては歯科的 か歯

補綴治療を することとなるが，本症 では

歯科補綴治療により を た．上 のブリ

ジでの一 定 果により， 存歯の長期保存を

るとともに，上 歯 に 後的すれ い

合への による 症 を予防する 果も期待

できる． 

 補綴 を て に 和する

を 定し 合 面を 成することにより審美

や ス の ，機能的にも から い

を ることができたと考えられた． 

 上により，本症 では 合 を診 診 し，

全 的 により することができたと考えら

れた． 

．  

1) 内 達 ，鈴木 ， 展 ．摂取 能

の による 能 の ． 医 2007
32 105-11.

に して より同意を取 した  

全 的治療により 合 と を した症  

久保大 ，川西 ，  幸，木本  

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学  

A case of improvement in a patient with a chewing disorder due to dehiscence of a prosthetic device, 
possibly caused by occlusal interference, by means of a full-maxillary treatment. 

Kubo D, Kawanishi N, Hoshi N, Kimoto K 

Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University 

一般口演
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． 的 

合 和感症 Occlusal discomfort syndrome 
，ODS とする の に対する心理面の理 は

めて である．和 らは 2022 年「 合 和感

症 （ODS）」 の診療フローチャート（日本

関 学会  34 ，28-37，2022）」を し，

診 フローを提 した 1)．また， らは，ODS
の病 を ODS ， とし， れらの

子との関連 に関して した 2)． の 果，

ODS に対しては医療面 ， して な

の必 が らかとな た． こで，今回は医療

面 の でODS の心理面からの に必 な

本的 について する． 

．方法 

これまで 々が てきた ODS の診 ，対

応，治療およ ODS の心理的特 をもとに，

臨床心理学の と 同で心理的 セスメント

シートを し，作成した．特にフローチャート

の一 診 後の 心理社会 考的 子の関 を

に な内 を した．

． 果およ 考

 心理社会 考的 子の は， 臨床 （

，社会 ， ，認知 ， 機 ，感

，感 ）， 多面的 （Bio,Psycho,Social），
ースフ ーミュレーション（先 ， 応，

果，維持・増 ）， 終的な ODS の

と対応・方 （診 ， ，関 ，対応と

治療，連携，治療期 ）を 定し，ODS の

心理的 セスメントシートを 作した．今回，歯

科臨床にお る実 の ODS に対して，医療面

を い本 セスメントシートの を たと

こ ，臨床応 の 能 が された．今後はよ

り した セスメントシート を し，一

歯科 来において 能で 意義な シー

トの作成を す予定である．

．  

1) 和 裕 ， 一， ，  ，

司， か． 合 和感症 の診

療フローチャートの提  日 2022 34(2)
28-37.

2)  ，  ， 心， 司，

加奈子， 司  合 和感症 の病

と の 子に関する臨床  日補

綴会 2024（1 月 に 予定）

合 和感症 の心理的 セスメントシートの 作と

の臨床応 に て 

司 ， 美保 ，和 ，  ， 心 ， 司 ， 

 ，和 裕  

神奈川歯科大学， 東京大学大学院教 学 科臨床心理学 ース， グリーンデンタ
ルクリ ク， 歯科 診療所， （医 真会とつかグリーン歯科， 久 浜グリーン
歯科， り小 歯科

Proposal of a prototype psychological assessment sheet for patients with occlusal discomfort syndrome and 
its clinical application. 

Tamaki K1), Takahashi M2), Wachi H2), Shimada A3), Nakai T4), Watanabe Y5), Fujiwara M6), 
Wake H7) 
1) Kanagawa Dental College, 2) Department of Clinical Psychology, Graduate School of Education, The
University of Tokyo, 3) Green Dental Clinic, 4) Dental Nakai Clinic, 5) Totsuka Green Dental Clinic, 6)

Kurihama Green Dental Clinic, 7) Midori Pediatric dental Clinic

一般口演
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． 的 

  歯科診療にお る 術の 上は歯科教 に

おいて な の一つであるが，学生実習

や座学 の期 は られており， ない歯科ト

レー ング の で 術を することは

歯科教 にお る な とな ている．この

ような に対し，学生が ストや ，場所な

に をか られ 由にトレー ングできる

ーチャルリ リティ VR や 現実 AR によ

るトレー ングが であるとされているが 1)，

VRやARを した医歯学教 の 来の取り

では， マウンティ ディスプレイ HMD
やスマートグラスな の が必須であり， 生

管理や長 による の な の たな

がある．VR や AR に関する は 多くの

があり， 学や生理学，病 を 的に

した プリ ーションが多く 場し，医学生教

に され， を した VR 術 シス

テムの開 も れている 2)．歯科では 2D ディス

プレイと ン デ イスを いたシステム開

も れているが と 現を

合 せた 歯科補綴学実習システムは がな

いのが現 である．

こで 々は，デ イスの を一 必 とせ

， の に した 3D-CG デルを で

精 に できる 現 術と， の 現

が 能な 現 術を した たな歯科補綴

学の 実習 法を開 している． 

回は にお る支 歯 成のシ

ミュレートの 能 について した．今回は支

歯 成の実習 作をより臨床に した ーチャ

ル で うことを実現し， 点と 成所

の 定を実 したことを する．

．方法

現として ー の 現ディスプレ

イ ELF-SR1 を いて 3D-CG デルを し

術を した．

 口腔内スキャナーの なデータ保存 式である

STL/OBJ を ，Voxel に 換し Marching 
Cubes Algorithm を いて 3D-CG デルを生成し，

Voxel を に CT を し歯 の や

内部 を保持し， ーチャル回 と

3D-CG 歯 デルの 定によ てリ ルタイ

ムに歯 デルを ・ する 現を

において実現させた．また 現ディス

プレイの欠点である 能 度 による歯

の裏 の を 能にする機能を実 ． 成

所 の 定や CT を し見本の支

歯 と した 成後の 点を実 した． 

． 果と考   

本 では 現ディスプレイによる 3D-CG
デルの を 能にし，3D-CG で 現し

た回 による歯 デルの ・ を

リ ルタイムに 現できる ーチャル の

に成 した．実 の準備を必 とせ 度で

も が 能で， で 3D-CG デルの が

できるため デ イスを せ に臨床の歯

科治療と同じ で 作が 能にな たことは大

きな 点である．また所 の 定と 点

により に術 の が 能となり，歯科診療

トレー ングの とな ている の 保

が 能にな た．今後は本 フトウ と支 歯

成シミュレートにお る 現ディスプレイ

の について実 する必 がある

．

1) Quinn F, Keogh P, McDonald A, Hussey D. A study
comparing the effectiveness of conventional training
and virtual reality simulation in the skills
acquisition of junior dental students. Eur J Dent
Educ 2003; 7: 164-9.

2) Sophia Z, Marthe M, Raphael D. Olivia K. Influen- 
ce of practical and clinical experience on dexterity
performance measured using haptic virtual reality
simulator. Eur J Dent Educ 2022; 26: 828-48.

にお る支 歯 成シミュレーションの開  

， ， 希人 ，川西 ，  幸 ，木本

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学 ， 神奈川歯科大学総合歯
学教 学講座教養教 学

Development of Simulated Tooth Preparation in Naked Eye Stereoscopic Environment 

Tomita R1)，Itamiya T2)，Nakano A2) ，Kawanishi N1)，Hoshi N1)，Kimoto K1)

1) Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University, 2) Department of Liberal Arts
Education, School of Dentistry, Kanagawa Dental University
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． 言 

 期総合病院お る歯科口腔 科は口腔 科

診療に し，一 歯科診療はかかりつ 歯科に

て対応を することが 流である．実 には院

内の医科歯科連携 1)や地 一 医療機関との連携

の でさま まな補綴的対応を られる場面があ

る． も多いのは義歯の応 的 ， 理である

義歯 作後の定期的歯科 診がないために，義歯

の人 歯の が しい症 ， 面が 合な

症 歯の ， な が多く認められる．ま

た，当院 院 で 院が 診 との理由で対応

する場合もある 2）．一方で口腔 科的対応の一

として補綴的対応をしなくてはならなくな た症

もある．今回は総合病院口腔 科において，補

綴治療に関する治療を た症 を すること

で，総合病院にお る補綴診療の役割について考

する．本 は当院 理 会 2018 61, 2022- 
12(1)により 認を た．

．症 の  

症 1 84 女 ． な 症で

院， 成により 生 と臨床診

され精 のため 院 ．口腔 で 2018 年 4
月 2 日診 あり 支 歯である 3 の欠損により

クラスプが して 口 損 があ た

診日に義歯のクラスプ およ 増歯を

た 4 月 14 日 診し， 損 は 治 してい

た．スムーズな 摂取が 能とな た． 

症 2 83 ．多 で 院 内

科に 院 ， レ ロン デ スマブの

があ た． 院 の病院には一 歯科治療を

う歯科はあるものの口腔 科はなく， り す

歯部歯 とオト イ を に当科

診とな た． 診後は を ていたが

歯部の が しく 24 歯となり， の後

を認めた． 部は 々に が 大し

する歯も 々と していき，321 12345 欠損

となり 摂取 な にな た． 診より 

1 年 3 か月後に QOL のため した 上に

部 床義歯を し 合支持 が回復できたこと

により，流 から の摂取が 能とな た  

症 3 62 ．2021 年 3 月 19 日 診．上

歯 （ 口 症 部の口

腔 腔 を う症 ）， 歯 （上 術

に う 成長により 3 関 を する 歯

症 ）2 に 1 度 の 院で 10 月 6 日 子

の上 総義歯と 総義歯を した． 歯部

での 合は上 の支持がないため，義歯の 方

が して， に が たが ン ー

トに る部 と 方部での 合を すること

で，対応ができた．義歯により， 機能およ

機能が回復し， の の 腔への れも

した  

考

地 システムは 地 の一 医療機関

が連携を めて， の診療， を ていく

である． の において地 で対応できな

いものについては，大学病院 の 度 期病院

で医療の提供が れる．今まで歯科診療におい

ては，地 で対応できない症 は大学病院に

することが であ た．日本社会の とと

もに， ない大学病院に地 から うことは

な場合があり，地 病院が歯科診療におい

ても， 医療機関としての役割を果たすことが

と考えられた  

．  

1) 大 久．病院にお る歯科の役割，病院 2012;
71: 797-801

2)  ．終 期 の口腔管理の実 と

とは  ビデンスに いた周術期口腔機

能管理．東京 医歯 2018, 133-7.

期総合病院歯科口腔 科にお る歯科補綴治療のあり方へ

の考  

 

横浜市 なと 病院歯科口腔 科 

A consideration of prosthodontic treatment at the department of oral surgery in the acute care hospital 

Mukohyama H 

Department of Oral Surgery, YOKOHAMA City Minato Red Cross Hospital 

一般口演

O-4

─ 22 ─



． 言 

による上 後のインプラ

ント補綴は症 が ないことから，長期予後

を すえての補綴 については未だ な点が

多い．今回 々は 終補綴から 27 年 に たり

な を ている症 から，補綴 について

つかの 意義な知見を たので する． 

．症 の  

36 の女 ．1992 年 12 月に交 により

面部の ，なら に 6  6 を し

た．同部の 欠損は で の補綴 では

機能回復が なためインプラントを いて補綴

した． 

．治療内  

1993 年 9 月に A 大学 成 科にて

により上 を 4 ブロ クの （

）で した．1994 年 8 月に A 大学歯科口腔

科にて上 （ ）にチタンインプラ

ントを 8 本 した．1995 年 7 月に トメン

トを連 した．す てのインプラントが 合し

ていたが，補綴学的 点から 1 本はスリー ング

にした．1996 年 2 月から B 大学歯科補綴科にて補

綴治療を開 した．上 に いた 3 つの

（ ）は する （

）と 的には していたが， ラマ

クス 画 では （ ）の

部に を認めた．また口 があり

があ た． 同 の への 安と，

部による口 のためには 床

義歯の がよいと補綴学的に診 した． こで

支 には トメントを連 した 2 本，3
本，2 本のインプラントを支 とする 3 トの

タ チメント きミリング ーに，また

存歯（7 7）には ー ステレス ープを した．

同年 7 月にインプラント・歯 ・ で

合支持するレジン床義歯（ 終補綴 ）を

した． 

． 果およ 考  

終補綴 を して 27 年 が するが

合， ， ，審美 は に維持され，口

からの もない． のミリング ー

周 に 定期にインプラント周 を生じたが，

， と スレー ー により し

た． から 10 年後に 7 が 歯周 のた

めに したが，義歯 内面を 合レジン

でリラインすることで義歯は支 なく できて

いる． から 29 年後の ラマ クス 画

と CT 画 では，インプラントが された 3
つのブロ ク （ ）は に保た

れていたが，インプラントを しなか た

部のブロ ク （ ）は し

に 換していた． 供 が な 管 き

の は 年的な が ないと言 れてい

る．本症 でインプラント周 の に

が なか たのは，支 インプラントに な

合機能 が加 り のリ デリングが維持された

ためと考えられた．また，インプラントが さ

れなか た （ ）には，リ デリ

ングを す 合機能 が加 らなか たために

したと考えられた． 同 の

が 実で した上 のた が され

る場合には， された 本の支 インプラン

トを 1 ースのブリ ジに することはリスク

が く， トの支 からなる

の補綴 として し， 合機能 をインプラ

ント・歯 ・ に することが，

長期予後を期待できる安全な であると さ

れた．

（本症 の については 本人から同意を

ている．）

による上 後のインプラント義歯の長期

 補綴 の  

関 ，大久保  

デンタルクリ ク， 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座

Long-term prognosis of implant-supported overlay denture following maxillary reconstruction with pedicled 
flap of parietal bone: Importance of prosthodontic design

Ozeki M 1,2) , Ohkubo C 2)  
1) Sugamo Dental Clinic, 2) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University
School of Dental Medicine
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． 的 

歯 において 1 本支 のインプラン

トオー ーデンチャー S－IOD やミ インプラ

ントの は 科的 や治療 ストの が

能であり， 的 い成 が されている 1)．

今回， タ チメントを した S IOD と

ミ インプラントを いた2－IODの2症 につい

て する．

．症 の

症 1 は 66 の女 ． 義歯の を

に来院した．保存 な 存歯を 歯後，

1 本支 のインプラントオー ーデンチャーを

した． 部に 1 本のインプラント 後，

タ チメントを した S IOD を 作した． 

症 2 は 74 の女 ． を に

来院した．オト イ の の さは であ

たが，歯 の が か たため，2 本のミ イ

ンプラント 後， タ チメントを いた 2
－IOD を 作した．

．治療内

症 1 保存 能であ た 23 歯後， 法に

い，1 にインプラントを した．インプラント

から 3 後に 合レジンで ーリング

トメントと義歯床を 合させ 期 を加

え，インプラント 1 か月後， ーリング

トメントから タ チメントに交換した．

の後， 義歯による ・ 合 を い，

作 を 作後， グラフィーにてデン

チャース ースの を た． したデンチ

ャース ースに人 歯 後， う義歯 を

い， 法に い，義歯を 成し した．

症 2 3 3 にミ インプラントを 2 本 後，

義歯による ・ 合 を た．

グラフィーにてデンチャース ースを し，

う義歯 後，上 義歯を 成させた． 義歯

は FGP テク クにより 合 を し義歯を

成させた． 

． なら に考  

インプラント から，症 1 は 9 年，症

2 は 8 年が している．症 2 は上 義歯のリ

ラインと 義歯の による

を な たが，症 1 は上 義歯とも なく

現 まで されている． 症 とも義歯 後，

義歯の 損，インプラント周 の な ，

タ チメントの維持 の は認められ ，

能 の 上と の い 度が られてい

る．S IOD は 1 本支 のインプラント，2－IOD
は の いミ インプラントを しているた

め，インプラントに加 る 方 を するた

めに グラフィー，FGP テク クを いて

インプラントオー ーデンチャーを 作した．ま

た タ チメントはインプラント に な

方 や回 の 生しにくい タ チメント

を した． 義歯によるインプラント部

の補 は義歯の 度， が 保され な

が られたと考えられる．

．

1) Walton Jn, Glick N. Macentee MI. A randomized
clinical trial comparing patient satisfaction and
prosthetic outcomes with mandibular overdentures
retained by one or two implants. Int J Prosthodont
2009; 22: 331-9.

を考慮したインプラントオー ーデンチャー症  

本 希，鈴木恭典，  ，武 治，大久保

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Implant overdenture case considering patient’s burden 

Masumoto M，Suzuki Y，Kohri K，Muto R，Ohkubo C 

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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． 的 

先 ・ ・ による 欠損は の

も大きく，機能 ・審美 により QOL を し

く させることが知られている．このような

欠損に対して 々は医 学 術を応 し，よ

り審美的，機能的な が 能な スタムメイ

チタンメ シュトレーと PCBM による の
1)を してきた．これによりインプラントを

支 とした補綴 の が 能とな た． こ

で，今回， ・ 合 を た症 に対

し口腔機能 による治療 を うことでイン

プラント支 の補綴 が口腔機能に える

について を た．

．方法

2015 年 1 月から補綴科を 診した 症

のうち，インプラント 後，補綴治療を た 5
症 （女 2 ， 3 ， 年 42 ）を

した． 機能 は （かま こ，たくあ

，き うり）を いた 度 2)，およ

ン ート を た． につき，10 回の

を ， れ れ い， し

た を ，プラスチ ク ースに させ，

度 を いて画 の 後， 子

と 一 の 定を た．

ン ート は摂取 能 ン ート，

OHIP-14， 機能 を いた．

定 1 回 は が終了し，欠損部 面

に部 床義歯の 後とし， 定 2 回 は欠損部

にインプラントを し，インプラント支 の補

綴 後とした． 

． 果と考  

対 は， 定 1 回 はす て部 床義歯， 定 2
回 は 定 補綴 が 4 ，インプラントオー

ーデンチャーが 1 であ た．

 度 果に関して，欠損 に 支持

とインプラント支持の補綴 後の 子

を に す．かま この 子 は， 支 

持とインプラント支持 方において の より

大きくなる が見られた．たくあ はインプラ

ント支持の補綴 にすることで 子 が小

さくなる が見られ， により特に 維 で

い を かくできる 能 があると考えられ

た．き うりは 支持とインプラント支持 方

とも 子 は小さか た．

 一方， ン ート による の 的

においては 支持に インプラント支持で

い にあ た．したが て 能 は の

やすさの一部を している 能 があり，補

綴 の にはさま まな口腔機能 を

い，多 的に する必 があると れた． 

．健 およ 症 に対する 支持

およ インプラント支持の補綴 後の

度 による 子  

．  

1) H Yamada, et al. Clinical Usefulness of Mandibular
Reconstruction Using Custom-Made Titanium Mesh
Tray and Autogenous Particulate Cancellous Bone
and Marrow Harvested from Tibia and/or Ilia. J
Craniofac Surg 2016; 27: 586-92.

2) K sugimoto, et al. New image analysis of large food
particles can discriminate experimentally supperss- 
ed mastication. J Oral Rehabil 2012; 39: 405-10.

・ 合 症 の補綴 による 能 の予備的

 

， 川知子 ，木 ， 村 ， ， 子 ， 本
，小川  

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座，  鶴見大学歯学部歯科 科

Masticatory Efficiency in Patients with Mandibular and Occlusal Reconstruction: A Preliminary Study 

Sano R1), Ikawa T1), Kihara T1), Kawamura N2), Harada N2), Shigeta Y1), Shigemoto S1), Ogawa T1) 

1) Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, 2) Dental Technician
Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine.
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． 的 

 習 口 は，ある 度の と 現

を備えており の診 や補綴 の 合

や たな 合 の 定に く いられている 1)．

歯科にお る「デジタル 」の に い

の 的な 準が必 となる．本 で

は，健 歯 の習 口 の 3 的

について した． 

．方法 

．  

鶴見大学歯学部 病院を 診した およ

鶴見大学に所 する教 のうち 機能健 と

定した 27 （53.0±14.6 ）を とした．

． 定 

ベクトル 方式 定 2)を いて

10 の習 開 口 を 3 回 定した．

の さと 口 の 合 の さは 定せ ， に

開開 口するように に した． 

． 方法 

歯点にお る データの上 成 が

合 から 1 mm の で 合 に対する

点を終 とした． 3)の と同 に

開 から10回の開 口 について終 を め

た． 合 －終 の 2 点 （d）の

が 小となる データを データとし

の の を した． 

1) 大開口 Max_op 終 の 大開口

2) サイクル （Ct） 終 の

3) 合 －終

(1) 2 点 （d），(2) 後成 （dx），(3) 
成 （dy），(4) 上 成 （dz）

理には，Friedman 定 定を い，多

として Wilcoxon 和 定（Bonferroni
補 ）を いた．また の 関を す

るために Spearman の 関 を めた．なお 意

準は 5 とした．

． 果と考  

果は， （ 小 － 大 ）で す． 

1) Max_op 4.84 mm 1.43 - 14.26 mm
2) Ct 0.47 0.24 - 0.98
3) 合 －終

(1) 2 点 （d） 0.04 mm 0.01 – 0.33 mm
(2) 後成 （dx） 0.00 mm -0.10 – 0.27 mm
(3) 成 （dy） 0.00 mm -0.09 – 0.11 mm
(4) 上 成 （dz） 0.00 mm -0.17 – 0.02 mm
開口 と 度は終 の安定 に する 3)が，

d と Max_op（ 関 0.187 P=0.35），Ct（ 関

-0.215 P=0.281）には 意な 関を認めなか た．

d と dx（ 関 0.126 P=0.53）およ dy（ 関

-0.111 P=0.58）に 意な 関は認めなか た

が，dz との （ 関 -0.574 P=0.00）には 意

な 関が認められた． 合 に対して 後，

，上 方 に らつきを認めたが，健 の

終 は 合 に 一 していた．しかし，

この 果は， 合 に対する 点を終

としたため 合 関 に された 能 が

い．この を るには， 合 現 の

を 対 とするか， 合 を終

の 定に加える必 がある． の 的から後

が であるが データだ では， 合

を 定することは に である．今後は，歯

データと データを同一座 で 合

し， する必 があると考えられる． 

．  

1)  ． 合に関する一考 －特に 合

について－．補綴  1998 42 1-10.
2) 本 ． 口腔機能 を する

歯科 CAD/CAM システムの  

定 の開 と応 機能  2018 25 44-5.
3) 大． 合の 和感を える の習

口 終 の ．鶴見歯学 2008 34
17-27.

健 歯 の習 開 口 の 的安定  

真 ， 本 ， 久 ，小 ， ， 川知子， 大，

子，小川  

鶴見大学歯学部クラウンブリ ジ補綴学講座 

Three-dimensional stability of habitual open-close movement in healthy dentulous subjects 

Hirai S, Shigemoto S, Ogihara H, Kojima K, Sano R, Ikawa T, Hirabayashi R, Shigeta Y, Ogawa T 

Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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． 的 

年， 床義歯補綴の臨床において，CAD/CAM
術の 的な進 とともにデジタル が に

進 でいる． フレームワーク 作 にお

いても， 来の 上での ・ ・

ワ クス プ・ 法とい た なステ プ

で 作するのではなく， からフレームワーク

の ・加 （3D プリンティング）までを PC 上

のデジタルデータを いて 的に れるよう

にな ており，歯学教 においても， リキ

ュラムや 準（令和 5 年 ）ではデ

ジタル に対応した内 が盛り まれ， 床義歯

学にお る （ 加 ）が 加されてい

る．本学の部 床義歯学の 実習（3 年）におい

ては， に 実習を する一方で，2023 年

度より，CAD による STL データから，3D プ

リンターを して 作したレジン フレームワ

ークを 所に して 作したものを して

いる． こで，本 では，学 身がデジタ

ルデ イスにて口腔内 （サ イング）か

ら，支 の までを PC 上で 3D デジタルの

画 を 作し， させることで， な補綴

の と の機能（役割）に関する理 度を

め，教 果を上げることを 的としてデジタル

システムを実習への を したので す

る．

．方法

 学生実習では， 欠損を う歯

を 現した （神奈川歯科大学 デル，

SHOFU，京 ）を ，シリ ーン による

から作 を 作，大連 にリ

ン ル ー，支 として 一小 歯に RPI
クラスプをフレームワークの としてサベイン

グを い， の ・ワ クスステ プ の

を してシリ ーン による

・ を 作し，ワ クス プを さ

せた．さらに，ロストワ クス法による 作プロ

セスと して，PC 上でのデジタル を実習

内で学 できるよう CAD システム（3Shape 社 ）

を 意した． をデスクト プ デルス

キャナー（UP360+，UP3D 社 ，China）にてスキ

ャンし，デジタルデータ上でのフレームワーク

を させた．

． 果と考

 学生に したフレームワークは， の

で， の 面による ではなく，

PC 画面上を いて本学教 と 先 との

で 交換を た 1)．これにより 的で

な ができたものと考えられ，さらに，

のプロセスについて学生へ できたことで，

学生の関心度は 上した．また，学生からは「実

にデジタル を うことで，フレームワーク

の をよく理 できた」とい た意見も て，

デジタル機 への取り いに長 た学生にと て

は，PC 作は親し やすく，義歯 の理

に大いに役 たものと考 した．部 床義歯学

は， 上の の や の意義を提 す

ることが特 であるが，学生にと ては を

えるだ で部 床義歯学への関心度が するこ

とが多い．本 のシステム によ て学習意

上への一 になることを期待したいと考えて

いる． 

．  

1) 一 ， ， ， 部 司 ，

， ， 奈 ， 本 ，

 ．学生 実習 のフレームワーク 作

にお る 3D プリンターの ．日補綴会

2022; 14・131: 64.

床義歯補綴 の 学 支 システムに関する  

）， 一 ）， 奈 ）， ）， ）， かり ）， 部 司 ）， 

加々美 ）， 本 ），和  ），大川公子 ）， 村 ， ，  ） 

神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学 ，  神奈川歯科大学歯科診療支 学講座歯科

学 ，  鶴見歯科医院（西関東支部）

A report on the design training support system for denture prosthesis devices 

Iwashita H1), Seimiya K2), Hamano N1), Shimizu T1), Fukuyama T1), Tomino Y1), Sonobe Y1), Kagami T1),
Miyamoto S1), Izumi J1), Ohkawa K1), Tsujimura Y1), Miyake T3), Ino S1)

1) Department of Dental Laboratory, Kanagawa Dental University, 2) Department of Removable
Prosthodontics,  Kanagawa Dental University, 3) Tsurumi Dental Clinic
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． 言 

審美的 が い に対して，支 歯の

に を させない 補綴治療としては，

現 ンメタルクラスプデンチャーが多く さ

れている．しかし， の ンメタルクラスプデ

ンチャーは が しており，支 歯の予後に

関して 安がある．

こで，審美 に 慮し タ チメントを

応 した 1 症 を する．

．症 の  

は 75 ，女 ． 歯部 による審

美 を に来院した．全身的な特 はな

く，歯科的 として，2005 年に 34 欠損部，2015
年に 765 欠損部に対しインプラント 定 補綴を

ている． 

．治療内  

診 の より 32 は保存 と診 し， 歯

を い，321 欠損とな た．審美的 により，

義歯として ンメタルクラスプデンチャーを

した． 歯後，同部 にインプラント 定 補

綴を希望されたが， 部の 存 が しく

しているため， 成の必 を したとこ

， の同意が られなか たため 補綴

により 終補綴を うこととした． 

 は に が しない治療を希望し

たため，スイング タ チメントを した 割

義歯を 作する治療 画を した． 

54 34 にレストを して支持を め，54 1234
の口 に イ プレーンを し， 面 と

合 せて 持を るとともに，4 1 の欠損

面 ン ー トにフレームワークを 合させ

維持を り， フレームワークと口 フレー

ムワークをスイング機 により 割する とし

た． 割面が開くことにより義歯の を 能と

した．さらに， フレームワークにキー ーと

を ， の 引 により 合し，

合 の義歯の 割を する とした 1) ．

 義歯の 作には，口 フレームワークと

部のスイングウ ジ タ チメント Swing 
Wedge Attachment チョーワ 東京 日本 を Co-Cr
合 で 作後， をレー ー した．義

歯維持部を 回 部とフレームワークを

0.9 mm ラウン ワイ ーで一 し，回 す

る 部を 作した． フレームワークにキー

ー ンディング法にてキー ーを し，口

フレームワークに を 合レジン

で 定した．人 歯の 定なら に 歯 部に

が しないようにハイブリ トレジンを

盛した． 

． なら に考  

 成義歯 ， な 合を し， も

めて支 歯， に を認めなか た．

合 や 心 にも 割面は開 することな

く，審美 や機能 に対し い 度を る

ことができた． 

 今回， 作した 義歯はフレームワークの

が く，部 床義歯の である「義歯

の の 」を 的に な支持と 持を

ることができた．また，スイングウ ジ タ

チメントを応 したことにより，支 歯に対し義

歯 の メージを 小 にした補綴 の

作ができた．今後の予見されるトラブルとして，

による 面の 合や に対し，

度な 術を する 能 がある． のため，プ

ラーク ントロールも めて， なメインテナ

ンスを い，トラブルの に める所存である． 

．

1) Watanabe I,Tanaka Y,Ohkubo C,Miller AW. Appli- 
cation of cast magnetic attachments to sectional
complete dentures for a patient with microstomia: a
clinical report. J Prosthet Dent 2002; 88: 573-7.

審美 に 慮した タ チメント応 の 割義歯

1)， 本 2)， 大 1），大久保 1) 

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科
科

A case report of esthetic sectional denture with magnetic attachment 

Shibata S1), Mat umoto T2), Kurihara D1), Ohkubo C1) 
1) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine,
2) Dental Technician Training Institute,Tsurumi University School of Dental Medicine

． 言

上 の により生じた 欠損に対し

て， や 機能の 期回復を 的とした

な による が れる．しかし， さ

れた は に ， の後の 義歯 作に

して， の を することが であり，

される 義歯の安定 を大きく する，

こで，本症 では口腔内スキャナーを いて 全

な により 作した 義歯を供 する．

．症 の

は 34 の ．2021 年 5 月に 上

（T4aN1）と診 され，同年 11 月に 的

学療法 治療およ 開 ，内 補

， 上 全 術を た． の後，

， による 術を した．

2022 年 8 月本学に 来院し，審美 の回復のた

め 義歯の 作を希望した．

．治療内

上 は 7 1  4 欠損であり，口 は を え

た 欠損を認めた． による 部 は

が大きく，支持 として であ たため，

法に い， 的に を うこととした．

後， 上で 部を 3.5 mm
の でリリーフし，さらに を した 人

トレーを 作した．フロータイプの （フィ

トチ ーワン，ジーシー，東京）にて精

， 合 ， う義歯 を た．

義歯は 3567 に ー ースクラスプを し， 能

な り 支持を られるように口 を する

とした．しかし， から 部の

によ て義歯の安定は であ たため，維持

の増加によ て安定を たが，支 歯への

な が生じていると考えられた． 後，

の としても， 機能や 機能の ，

存歯への が大きい，口腔内のス ースの

による 和感な ，多くの えがあ た． こ

で，審美 や支 歯への を するため，口

腔内スキャナーによる によ て

部の に 慮した CAD/CAM 義歯を 作する

こととした． による ラーを 小 にす

るために口腔内スキャナーを いた およ

合 を た． られた STL データより

CAD 上でフレームワークをデ インし，

（Co-Cr 合 ）で 作した．フレームワークを 3D
プリンティング に した のスキャ

ンデータより，人 歯およ 義歯床を 3D プリンテ

ィングし， 上で 合レジンにて一

した．義歯床と人 歯は一 で 3D プリンティン

グしたため，義歯床の 歯 にてステイ ング

し， 成とした． 

． なら に考  

に 部の義歯床内面は の

の をう ることなく，安定を認めた．また

合 にも支 歯により歯 支持と 存した 口

による 支持によ て義歯の は 小 で

あ た．機能 においてもブルーシリ ーンに

よる 合 面 では 法 りに 作した義歯と

して， の ランスは であ た．また，

VAS による ン ートでは 機能 は な

果を し， の が られた． 

法の義歯 作 において 部の

を る 能 ある 作として， ，

精 ， 合 が げられるが，口腔

内スキャナーを することにより， 部

の に対して 全 での口腔内

を することが 能であ た．支持 が

な本症 においては，フレームワークによる

の 上は であ た， して 全

で義歯を 作できたことにより，義歯の安定に

できただ でなく，来院回 の大 な も

能にした． 

口腔内スキャナーを応 して 作した CAD/CAM 義歯

女川 ， ， ， 大 ， 保 ，大久保  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Fabrication of CAD/CAM prosthetics for detected jaw using intra oral scanner 

Onagawa R, Tsunoda R, Maeda K, Kurihara D, Shimpo H, Ohkubo C 

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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． 言

上 の により生じた 欠損に対し

て， や 機能の 期回復を 的とした

な による が れる．しかし， さ

れた は に ， の後の 義歯 作に

して， の を することが であり，

される 義歯の安定 を大きく する，

こで，本症 では口腔内スキャナーを いて 全

な により 作した 義歯を供 する．

．症 の

は 34 の ．2021 年 5 月に 上

（T4aN1）と診 され，同年 11 月に 的

学療法 治療およ 開 ，内 補

， 上 全 術を た． の後，

， による 術を した．

2022 年 8 月本学に 来院し，審美 の回復のた

め 義歯の 作を希望した．

．治療内

上 は 7 1  4 欠損であり，口 は を え

た 欠損を認めた． による 部 は

が大きく，支持 として であ たため，

法に い， 的に を うこととした．

後， 上で 部を 3.5 mm
の でリリーフし，さらに を した 人

トレーを 作した．フロータイプの （フィ

トチ ーワン，ジーシー，東京）にて精

， 合 ， う義歯 を た．

義歯は 3567 に ー ースクラスプを し， 能

な り 支持を られるように口 を する

とした．しかし， から 部の

によ て義歯の安定は であ たため，維持

の増加によ て安定を たが，支 歯への

な が生じていると考えられた． 後，

の としても， 機能や 機能の ，

存歯への が大きい，口腔内のス ースの

による 和感な ，多くの えがあ た． こ

で，審美 や支 歯への を するため，口

腔内スキャナーによる によ て

部の に 慮した CAD/CAM 義歯を 作する

こととした． による ラーを 小 にす

るために口腔内スキャナーを いた およ

合 を た． られた STL データより

CAD 上でフレームワークをデ インし，

（Co-Cr 合 ）で 作した．フレームワークを 3D
プリンティング に した のスキャ

ンデータより，人 歯およ 義歯床を 3D プリンテ

ィングし， 上で 合レジンにて一

した．義歯床と人 歯は一 で 3D プリンティン

グしたため，義歯床の 歯 にてステイ ング

し， 成とした． 

． なら に考  

に 部の義歯床内面は の

の をう ることなく，安定を認めた．また

合 にも支 歯により歯 支持と 存した 口

による 支持によ て義歯の は 小 で

あ た．機能 においてもブルーシリ ーンに

よる 合 面 では 法 りに 作した義歯と

して， の ランスは であ た．また，

VAS による ン ートでは 機能 は な

果を し， の が られた． 

法の義歯 作 において 部の

を る 能 ある 作として， ，

精 ， 合 が げられるが，口腔

内スキャナーを することにより， 部

の に対して 全 での口腔内

を することが 能であ た．支持 が

な本症 においては，フレームワークによる

の 上は であ た， して 全

で義歯を 作できたことにより，義歯の安定に

できただ でなく，来院回 の大 な も

能にした． 

口腔内スキャナーを応 して 作した CAD/CAM 義歯

女川 ， ， ， 大 ， 保 ，大久保  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Fabrication of CAD/CAM prosthetics for detected jaw using intra oral scanner 

Onagawa R, Tsunoda R, Maeda K, Kurihara D, Shimpo H, Ohkubo C 

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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Co-Cr クラスプの 方法に関する実 的

武 ， ， 村 ， 保 ，大久保

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，  鶴見大学歯学部歯科
科

In vitro study surface properties of polished additive manufactured Co-Cr clasps 

Takeyama J1), Sakurai T1), Kawamura N2), Shimpo H1), Ohkubo C1) 
1) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine,
2) Dental Technician Training Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine

． 的 

 一 臨床において， 来の歯科精 により

ーシャルデンチャーフレームワークは 作され

ているが， では ン ュータ支 ン

ュータ支 （CAD/CAM） 術が歯科医療に

に しており， 来の 法に り

によるフレームワーク 作が られている．

しかしながら， 後の 面 は， より

く， 理が であることに加えて， 合

を させ に な 面 理を える 方法

について らかにする必 があ た． こで本

では， により 作した Co-Cr 合 ク

ラスプに対し の を し， 面 さ， 合精

度，保持 に す について実 的 を

た．

．方法

一大 歯を した 18-8 ステンレス の

をスキャンし，CAD にて ー ースクラスプを

した．STL データをもとに 50 m Co-Cr 合
を い クラスプを 作した．クラスプ

内面は ー ラン ムポイントを いて リ を

取り き， までの内面 理を た（n=5）．
の後の は，a 15 ，b 式

30 （DLyte100，NTT データ ムテク ロジー

ズ），c 式 40 （横浜歯 ），d レ

ル 50 （ハイ レルミ ，デン ン・ハイデ

ンタル），e ショ ト ー ング 20 （50 m ジ

ル 子，SGF-4， 作所），f
とミリングによるハイブリ 加 （LUMEX
Avance-25， 機 作所）の 6 を 定した． 

終了後の 面 さは，ハイブリ レー

ーマイクロス ープ（OPTELICS-Hybrid，Lasertec 
Co.Ltd，Japan）にて し，また 真

子 （SEM，JSM-5600LV/JED-2200，日本

子，日本）を いて， 内面レスト部を れ れ

した． 合精度は 後のクラスプと歯

との については シリ ーン （Fit  

Checker，ジーシー，東京）を いて 合 を

い， ， 部，レストの 3 所を 能 機（x 
50，V-16E，Nikon）にて さを 定した． 期

維持 の 定は， クラスプを引 機（EZ-test 
EZ-S， 作所，京 ）に 定し，クロス

ス ー 50 mm/min にて した． られたデ

ータは， フト（SPSS，日本 IBM）を いて

一 後，Tukey の多 定によ

り を た（ 0.05）．
． 果と考  

と 式 の 面 さ （Sa）は，す

てのクラスプ より 意に か た（p
0.05）（ ）．全クラスプの ， ，レスト部の

は 80 140 m であり，す ての 面 理法

において 意 は認められなか た（p 0.05）．
来の とショ ト ー ングが も い維持

を し，ハイブリ 加 と レル が の

面 理法と して 意に い維持 を した

（p 0.05）．特に 式 は 来の 作 に

よる と 同 の な 面 を した．

今回の で 面 理された クラス

プはす て臨床応 上， できる 合精度と維

持 を したが，加 は に する き

と考えた． 

 方法による 面 さ 
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AI を した歯 補綴 の と歯科 のこれからの

りかた 

上 理 ， 一 ， ，  幸 ，木本

神奈川歯科大学歯科診療支 学講座歯科 学 ， 神奈川歯科大学歯科補綴学講座
クラウンブリ ジ補綴学

AI-based prosthodontic design and the future of the dental technician. 

Inoue E1), Seimiya K1), Yamaya K1), Hoshi N2), Kimoto K2) 
1) Division of the Dental practice support, Kanagawa Dental University, 2) Department of Fixed Prosthodontics, 
Kanagawa Dental University

． 的 

 年， 成長を げ日 生 に する人 知能

（Artificial Intelligence AI）は，歯科 にも

が まり，歯科 において一部の歯 補綴

の が 能とな た． 

また， 生 の によると 1)歯科 の

全 の は 2014 年 70%を

えており， 歯科 の 52%が 50 上，

取 人 が増 1%と されており 1)，今後

の人 が である． 

この現 を す き，本 では，AI を し

た歯 補綴 の フトの特 やメリ トと

に，歯科 の 的な が AI の 展に

のように 応し， 存できるのか考 する． 

．方法 

6 クラウンの 欠損の データと 76 クラウ

ンの口腔内データの 2 つのデータを いて，同一

の歯科 が 来 り 3shape dental designer
（ 3shape/ を した と， Dentbird
（imagoworks/Ci メディ ル）で AI のサポートを

して した 作データを し，歯 補綴

の AI による の特 を らかにした．

Dentbird を した 2 ースは の臨床でのク

オリティに るよう，AI が提 したデータを

歯科 が を てから 成とした．

． 果およ 考

6 クラウン では AI のサポートを する

Dentbird を いた では 2 45 ，3shape を

した では 3 57 であ た．76 のクラウ

ン では Dentbird を いた で 9 30 ，

3shape を した では 11 15 であり，

ちらの ースでも AI のサポートにより

が した． 成したデータは に大きな

はなく， 合面の に の は認めるが臨床

的には ない であ た．

上の 果から 6 つのポイントが らかと

な た． AI の は 点に るが，歯科医師

と の ーズの に歯科 が欠かせない

こと， 々の に合 せ補綴 を ・

作することは，AI では しいタスクであり，歯科

の と 術が 欠となること．

な には歯科 の 術的な知 とスキルが

必 で，歯科 が したデータが AI のディ

ープラー ングに加 ることでより されてい

くことが期待できること． AI は補綴 のデ

イン支 はするものの，精度や 合 の 認，

作プロセスの 管理，トラブルシューティング

な が歯科 に られること． AI が 展

する ，さらなる 術や が 場した に，歯

科 は対応や 開 を い歯科治療の 上

に すること． と が合理 だ でな

く，PC での作 の で AI を した う

が のメリハリができ，作 の に

期待できること． 

このように AI を した歯 補綴 の

フトは に一部 をもたらすが，歯科

の 的な役割と 生が であり，また，AI
は の精度と 度を 上するが，歯科 は

ミュ ーションや 管理な ，AI では

能な役割を果たす必 が された．

したが て，AI と歯科 が 互に補 しあ

うことで，より かつ 的な歯科 の

が実現できると考えられる． 

．  

1) 令和 2 年 生 医療関 の

 生
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． 言 

歯部 により 合 が している上

歯部欠損症 では，デンチャース ース によ

り義歯の 損を り す症 は なくない．本症

では 合を した上 歯部欠損症 に対

し， リテーナー 義歯による 合 上と欠損

補綴を うことで な を られたので

する． 

．症 の  

は 7 ， ．上 歯部の義歯（ 1 ）
が れやすいことを に来院した．全身的

に ーキン ン病があり，オーラルジスキ ジ

による 安定が認められた． のため 歯

部の による 合 の が こり， 歯

部が上 欠損部 に していた． の義

歯はデンチャース ースの により な床

となり， 損を り している だ た．

の欠損 歯を 支 歯とし，義歯床

面 を 小 とした の義歯を 作したが，

損を防 でき ，義歯 作を り していた．

．治療内

診 の 安 は 61 ， 義歯

の 合 は 57 であ たため， 合と診

した． 合 を い 歯部で  の 上

となるよう診 ワ クス プを た．上

歯部のクリ ランスの を 認したのち，

的に 歯部に ンポジ トレジンを

し， 合の 上を た． 機能や 関 に

がないことを 認し， 歯部の全部

の 作を た．上 の義歯は歯 支持

の リテーナー 義歯の として の

感を 小 にするように 慮した．オーラルジス

キ ジ に対する 合面の を めるた

め， は ルトクロムを した．1 は
歯 部に ンポジ トレジン 復がされて

いたことから，生 を考慮してメタル

プとし，義歯の 保のためメタル キング 

とした．また， は ーキン ン病による

の のため義歯の を えており，

の を 的として を する と

した． 本 を た後にサベイラインの

を い，上 の トレーを 作，機能的 合

（ テク ク）による を た．

ルトクロム合 のフレームワーク を

い， に がないことを 認した後，義

歯を した．義歯 作 にも， 歯部 ン

ポジ トレジンの を認めたため，診 ワ

クス プと同 に歯 復を た．歯 し

りの いがあるため， 終補綴 後にナイ

ト ー の 作を た．

． なら に考

義歯 後 1 年が したが，義歯の 損はな

く 度も い．グル ース では

義歯 1  ，1 年  と

であ たが，1 年 後のメインテナンス に

歯部 ンポジ トレジン 復の を認めた

ため， 度歯 復を た．今後， の

い で の補綴 を うことを考慮しつ

つ，定期的に 合の 認やメインテナンスを い，

意 く をしていく必 がある． 

本症 では の年 を考慮し， 歯欠損で

ありながらも予後 存歯が した には

合関 を させ に増歯 理が 能となる

としている． のため生 の い義歯を

作できたと考えている． による 合によ

り補綴 損を り す本症 に対して，

リテーナー 義歯を することにより 合関

と 機能を総合的に することができたと考

えられる．

歯部 による 合に対し リテーナー 義歯で 合

上を た症  

小 ， ， ，大久保

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
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． 言 

部 床義歯による欠損補綴治療を う ，クラ

スプが審美 を損 てしまう ースは なくな

い．しかしながら義歯の維持安定のために，クラ

スプを めた支 による義歯と支 歯の

な連 は，必 欠であると考えられる． こ

でミリングワークにより連 度と審美 を

させた義歯の 1 症 を供 する．

．症 の  

は57 の女 で と審美 を

に来院した．1 年 に上 のインプラントを

してから とな た． の 果，上

ではブリ ジの支 歯である 3 心 部の

損，321 ンメタルクラスプデンチャーの支 歯

，6 欠損の による 7 の ・ と れに

う上 のクリ ランス が 点として

げられた． 

．治療内  

 義歯による欠損補綴治療を うにあたり， 法

り 作する場合，義歯の維持安定を るために

は 歯部にクラスプを する必 があ た．し

かし， が い審美 を していたため，

の治療方法を に した．(1)インプラント

治療，(2)上 ブリ ジに歯 タ チメントを

，(3)支 にミリングワークを いてクラ

スプ で義歯の維持 を 保する． はイン

プラント治療には同意せ ， 定 補綴 には

なる く を いたくないとのことから，歯

タ チメントは了 が られなか た． 上

のことから，今回ジル ブリ ジにミリング

を した 床義歯を 作することとした．ま

欠損部をブリ ジで補綴することとし，プロ

ビジョナルブリ ジを した． の 7 の

を した．上 は 1-5 にプロビジョナルブリ

ジと治療 義歯を し， やかな 合回復を

た． 合 上で 歯部ブリ ジのワ クス

プと義歯の人 歯 を い，プロビジョナルブ

リ ジを した． 歯部の審美 に了 が ら

れたのち，上 の連 ブリ ジの 作を た．

本症 では と してた が ないジル

でミリングワークを うため， の 特

を考慮し，インターロ ク部 を ラレルにせ ，

口 ブレーシング面と同 にテー ー2 度に

定した．義歯と支 の 合を めるため，

ク プ により義歯 作のための作

上に， 成したジル ブリ ジを取り

， 床義歯フレームワーク 作 にラ サイ

で支 との 合を 認しながら義歯を

作することとした． の後は 法 り 床義

歯を 作し， 成 に義歯とジル 連 ブリ

ジを同 に した． 

． なら に考  

診 ，治療 義歯 ， 義歯 後にグ

ル ース 度 を いて機能 を た．

診 に 122 mg/dl であ た が治療 義歯

には 139 mg/dl， 義歯 後は 151 mg/dl
と 上した．維持 についても義歯 年

後では を認め ， な をた ている．

ミリングワークによる連 度の 上により，ク

ラスプの を とすることができ， も

い審美 に されていた．

 ジル を支 としたミリングワークは

来の 同 の場合と して，義歯と支

に な 合が されるが， れらがクリ

できれ ，義歯の連 度を 保しながら い審

美 を ることが 能な方法であることが 認で

きた． 

審美 を考慮したジル ブリ ジ支 ミリングデンチャー

の 症  

  ，  ， ，大久保  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

A case of esthetic milling denture supported by zirconia bridge 

Fujie T，Kohri K，Shimizu S，Sato Y，Ohkubo C 

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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． 的 

歯 の は，これまで

ができる を の口腔内に一定 （3 4
） め， 後に口腔 に する 法であ

た． 歯 は で口腔内の機能が し，

の のリスクもある．このような

の身 的 を考慮し， 義歯 作のた

めの たな 法として CBCT 法に して

いる．今回は，これまでの先 （Bashar1)，ウ

イ 2））の 果から，歯科 の 合 を い

た CBCT 術式の 能 について する．

（ 理 認 神奈川歯科大学 903 ） 

．方法 

．CBCT の準備

本 に同意が られた 1 を対 とし，

の上 総義歯内に 合 （フ インチ

ー ， ）を させウ シュし，

合 で保持した． 

．CBCT
した CBCT は，神奈川歯科大学 横浜

センター， 科の 3D （Accuitomo F17  

リタ 作所，日本）を した．

クセルサイズ 0.250 mm 0.250 mm 0.250
mm  FOV 170 mm さ 120 mm， 成

フィルタ G_001， 管 90.0 kV，

管 流 6.0 mA， 17.5 sec
．CBCT DICOM データの 理

(1) 90 kV  6 mA  360 °スキャンにて した画

データを DICOM 式で

(2) 合 の を し，STL データへ 換

（In Vesalius 3.1, CTI）
(3) 生成した STL データから 面の

面データの を し， イズ ，補 ，スム

ージング 理ののち 座 成し， 度 STL データ

として （Meshmixer 3.5.474, Autodesk）

．3D プリント義歯 作（S-WAVE ， ，日本） 

られたSTLデータを3Shape フトにインポー

トし，市 のシステムで 3D プリント義歯を 作し

た．

． 果およ 考

今回は CBCT DICOM データから，3D プリント

義歯 作に必 な STL データ 換において， イ

ズにより 面の 理が ではなか

た．現 点では の への い 合 は

期待できないが， 歯 の CBCT 法

の 能 が された．今後は する の

を い，精度の い 面の 理を考

する所存である． 

．  

1) Bashar  Alqassab，Auday  Al Taai，須 真 ，

生 ， 司. 歯 のデジタル義

歯 作法に関する  4 CBCT による

3 . 日補綴会  2021; 13・130
回特別 : 126.

2) ルタ イウ イ， ル サブ シャ

ル，須 真 ， 司．歯科 CBCT による

歯 の 精度に関する .日補

綴会  2022; 14・131 回特別 : 223.

CBCT 法による 3D プリント義歯 作法の 能 について

司 ）， シャール・ ル サブ ），ウ イ・ ルタ イ ） 

神奈川歯科大学， ル イン・ス シャライズ ・メディ ル・センター， ルマ
ラク・ ステティ ク・センター

Possibility of 3D printed denture manufacturing method using impression method using CBCT 

Tamaki K1), Al-Qassab B2）, Al-Taai A3） 
1) Kanagawa Dental College, 2) Al Ain Specialized Medical Center, 3) Almalak Aesthetic Center 
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． 的

多 の シートや 3D プリント 法な

， たな も上市されているが， の に

ついての はない． 々は， の臨床的特 に

ついて多 的に しており 1,2)，今回は の

か しめ の や 感を 心とした

ン ート 果について する．

．方法

マチュ （ 式 ・ラグビー）58
を対 に， シート 法（デントグラフト J
ー 3 mm, シ ）（ ， 法）と，口腔

内スキャナー（TRIOS3，3Shape）によるデジタル

データを いた 3D プリント 法（ディーマプリ

ント フトスプリント，クル ー）（cara print4.0
Pro，クル ー）（ ， 法）の 2 のマ

ウス ー を し， ン ート を た．

デ インは， を に 法

法と 法 法の 2 とし，クロスオー ー

として来院 に交互に割 した． 期

は 2 とし，2 の には 1 のウ

シュ ウト期 を るよう した． ン

ートはオンラインにて提 ・回 とした． ン

ートには ・年 ・ 別・ およ

期 や のか しめ の ， 感 3
（ 合 ・安定感・ さ）について 10

にて し，一方のマウス ー 後に提

させ， 終的に したいマウス ー を さ

せた．

さらに，本 で いた 2 のマウス ー

の 合面部での さを 的に する 的で，

デュロメータ さ（ISO 7619-1）を した．

法は 加 の さ 3 mm の シートを 50 
mm 50 mm に ト ， 法は同じサイズに

加 した． は， を 2 に ，

法は D タイプ， 法は A タイプにて，保持

なしにて シート上でスプリング式 度

（Durometer TYPE D・A ，上 作所）にて 5 回 

定し， を めた．

． 果と考  
の年 は 15 20 （ 17 ）で，

感 3 （ 合 ・安定感・ さ）については，

法と 法 に であ たものの，

ン ートとして のか しめ の

に対して「か しめる」と回 した人（33 ）

の内 18 （55 ）が 法を，「か しめない」

と回 した人（14 ）の内 7 （50 ）が 法

を した．また，デュロメータ さにおいて，

法に いた シートは 42（デュロ D），

法は 87（デュロ A）と， シートの方

が 意に いことが か た．本 で 作した

スポー マウス ー は，加 後の は同一と

なるよう しているものの， 成 の に同

の が生じていた 能 があり， の

的 （マウス ー の ）に したもの

と考えられた． 上のことから，か しめ の

認は， の に合 せたマウス ー

に して，参考となる 能 が された． 
．

1) 部 司 ， ， 一 , ，

一 かり， 上 か． シート 法

と 3D プリント 法によるスポー マウス

ー の臨床的 ．日補綴会  2023; 14・西関

東支部学術大会特別 36.
2) 部 司 ， ， 一 ， ，

一 かり， 上 か．シート 法と 3D
プリント 法によるスポー マウス ー

の 感に関する ．日補綴会  2023; 15・
132 回特別 280.

（神奈川歯科大学 理 会 認 813） 

SMG にお る「 か しめ 」の

部 司 ）， ）， 一 ）， ）， かり ）， 上 ），
），久保 ）， 美 ）， 加 ）， ），村上 ）， ），

奈 ），  ） 

神奈川歯科大学歯科補綴学講座 床義歯補綴学  神奈川歯科大学歯科診療支 学
講座歯科 学  神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリ ジ補綴学

The usefulness of “Survey on awareness of clenching during exercise” in SMG selection 

Sonobe Y1), Fukuyama T1), Seimiya K2), Nakashizu T2), Tomino Y1), Inoue M3), Shimizu T1), Kubo A1), 
Nakamaru A1), Kataoka Y1), Tominaga J1), Murakami S1), Iwashita H1), Hamano N1) , Ino S1) 
1) Department of Removable Prosthodontics, Kanagawa Dental University, 2) Department of Dental
Laboratory Technology, Kanagawa Dental University, 3) Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa
Dental University

ポスター

P-5

─ 35 ─



    

・・ 式式会会社社     

・・ 式式会会社社 リリタタ  

・・ 式式会会社社ジジーーシシーー  

・・ イイスストトリリ フフ ーーママジジャャ ンン 式式会会社社  

・・ ーースス 式式会会社社  

・・スストトロローーママンン・・ジジャャ ンン 式式会会社社  

  

展展    

・・ 式式会会社社     

・・ ーースス 式式会会社社  

・・スストトロローーママンン・・ジジャャ ンン 式式会会社社  

投稿希望の方は，下記のURLをご参照のうえ，
ご不明な点は学会事務局（電話：03‒6722‒6090）までお問合せください．
http://www.hotetsu.com/t1.html

本誌に掲載された著作物を複写したい方は，（社）日本複写権センターと包括複写許諾契約を
締結されている企業の従業員以外は，図書館も著作権者から複写権等の行使の委託を受けて
いる次の団体から許諾を受けて下さい．
著作物の引用・転載・翻訳のような複写以外の許諾は，直接本会へご連絡下さい．
〒107‒0052 東京都港区赤坂9‒6‒41　乃木坂ビル
 一般社団法人　学術著作権協会
FAX：03‒3475‒5619　　E-mail：info@jaacc.jp
ただし，アメリカ合衆国における複写については，次に連絡して下さい．
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923, USA
Phone：978‒750‒8400　Fax：978‒646‒8600

本誌を複写される方に

日補綴会誌への投稿方法

日本補綴歯科学会誌　15巻　令和5年度西関東支部学術大会特別号

令和 6年 1月 7日発行
発 行 者　窪　木　拓　男
編　　集　公益社団法人 日本補綴歯科学会
 学会ホームページ /https://www.hotetsu.com/
 〒 105‒0014 東京都港区芝 2丁目 29番 11 号
  高浦ビル 4階
 公益社団法人 日本補綴歯科学会
 電　　話　03（6722）6090


